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が整い始めている｣ (http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/h18/H18_hakusyo/
h18/html/1130000.html アクセス日：2009年12月29日）と指摘している。


































本稿の第Ⅲ節以降は､ そうした研究の構造を意識しつつ､ ごく近年､ イノ





















あるいはカズナー (Kirzner, 1979) に代表されるように、アントレプレナ
ーとは均衡を実現する機能である、とする意見もある。何らかの理由により、




















































されてきたのかについて簡単に述べた｡ だが (理由は定かではないが) ごく
近年まで､ アントレプレナーという個人がその機能をフルに発揮してイノベ
ーションを主導する､ という視点からの報告はほとんど発表されて来なかっ































ノベーション (incremental innovation) には階層性を持つ機能別組織が適し
























(social system for innovation development)”に注目する研究が誕生した






置く研究を SIアプローチ (Systems of Innovation Approach : SI Approach) と
いう (Edquist, 2005)。
SIアプローチでは、クリス・フリーマン (Chris Freeman)が1987年に確立

















Nelson)、ローゼンバーグ (Nathan Rosenberg)、ルンドヴァル (
個人を分析単位とするイノベーションおよびアントレプレナー研究の台頭 109








ノベーション・クラスターを研究する regional innovation system 論と、技
術や産業ごとの要因に注目する sectoral innovation system 論が派生し

































































米国の研究者であるリン・ズッカー (Lynne G. Zucker) とマイケル・ダー
ビー (Michael R. Darby) が1990年代後半から発表し続けているスター・サ





























学者としての欲求」を挙げている。あるいは Furukawa and Goto (2006) は
スター・サイエンティストの概念を踏襲しつつ、企業内研究所における研究
者 (corporate scientist) の論文発表と特許申請を調べ、コア・サイエンティ
スト (core scientist) という「外部の先端知識を研究所に繋ぐ役割を持つ、
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どがある。また、(自らの研究を CV分析と言ってはいないが) Crespi et al.
(2007)、Gurney and Adams (2005) なども同様の手法で研究を続けている。
アントレプレナー個人に関する情報を集めてイノベーション・ネットワー
クを分析する、別のタイプの試みとしては、D’Este and Patel (2007)、馬場






















and Hitt, 2007 ; Schendel and Hitt, 2007 ; Ireland, 2007)。
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彼らの中からは、自らの研究フレームワークを“戦略的アントレプレナー
シップ (Strategic Entrepreneurship) 研究”とよぶものも誕生している



































性として “social skills” と “social networks” を挙げているが、前者は、適切
な方法で他者や他組織と互いに影響しあう能力であり、後者は、資源が必要
な時にそれを得るのを助けてくれる個人的な繋がりを（平素から）築く能力
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